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保健体育シラバス 中学３年 
1. 学習の到達目標と評価の観点 

（科目） 

保健体育 

単位数 学科・学年・学級 使用教科書と補助教材 

 

３単位 

 

第３学年 

 

・中学保健体育(学研) 

・ワンダフルスポーツ 

 

学習の到達目標 

〈体育分野〉 

・運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、生涯に

わたって運動を豊かに実践することができるようにするため、運動、体

力の必要性について理解するとともに、基本的な技能を身に付けるよう

にする。 

・運動についての自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判

断するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

・運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協

力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよ

うとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯に

わたって運動に親しむ態度を養う。 

 

〈保健分野〉 

・個人における健康・安全について理解するとともに、基本的な技能を

身に付けるようにする。 

・健康についての自他の課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判

断するとともに、他者に伝える力を養う。 

・生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく豊かな生活を営

む態度を養う。 

評価の観点 

積極的に取り組むとともに、勝敗などを認め、楽しさや喜びを味わいな

がらルールやマナーを守ろうとする。分担した役割を果たし、一人一人

の違いを受け入れ、それぞれの課題や挑戦を認めようとする。 

＜主体性・多様性・協働性＞ 

自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す

るとともに、自分の考えを他者に伝えようとする。 

互いに助言しあって学習している。 

チームの課題を見つけ、解決に向け、計画的に学習している。 

＜思考力・判断力・表現力＞ 

競技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その運動に関連して高ま

る体力などを理解している。重要用語および関連事項を理解しようとし

ている。 

基本的な動きや効率の良い動きを身につけている。 

技をよりよく行おうとする。 

＜知識・技能＞ 
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2. 学習計画及び評価方法等 

学

期 
単 元 学習のねらい 学習のポイント，使用教材等 

１

学

期 

 

体力テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育祭種目練習 

「綱奪い」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体力テストの正しい計測

方法を理解し、皆で協力

して安全に気を配りなが

ら、公正な計測ができる

ようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体育祭の種目である「綱

奪い」のルールを理解

し、１本でも多くの綱を

奪うために仲間とともに

作戦を立てられるように

なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【使用するもの】 

・ストップウォッチ 

・握力計 

・長座体前屈計測器 

・メジャー 

・ハンドボール 

・マット 

・笛 

 

【ポイント】 

・責任をもって仲間の記録を

行う。 

 

・協力してスムーズに記録を

する。 

 

 

【使用するもの】 

・綱 

・ライン(スタートダッシュの

ライン、中央線) 

・iPad 

 

【ポイント】 

・スタートダッシュを早くす

るための立ち上がり方を試

行錯誤する。 

 

・綱の特性を研究し、効率的

な引っ張り方を考案する。 

 

・ポジションや、様々なケー

スに応じた動き方を仲間と

協力しながら考える。 

 

【点数化が難しい課題については、観点別評価とする。】 

Ａ：「十分満足できる」状況と判断されるもの・・・・・100% 

Ｂ：「おおむね満足できる」状況と判断されるもの・・・ 80% 

Ｃ：「努力を要する」状況と判断されるもの ・・・・・ 60% 

Ｄ：未提出，未実施            ・・・・・  0% 
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「綱奪い」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルティメット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少林寺拳法 

 

 

 

 

 

 

 

・体育祭の種目である「唐

木田渡し」のルールを理

解し、作戦を立てながら

仲間と協力し、早くゴー

ルできるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アルティメットの基本的

なパス技能の習得を目指

す。 

 

・基本的なルールを理解

し、ゲームにおけるチー

ム内での自身の役割を理

解し、仲間と連携してゲ

ームを展開できるように

する。 

 

・空間の使い方・埋め方の

基礎を理解する。 

 

 

 

 

 

・「護身術」の習得 

・相手の動きに応じた動作

や基本となる技を習得

し、大きな声を出せるよ

うになる。 

 

・安全への配慮ができるよ

うになる。 

【使用するもの】 

・コーン 

・スタートライン 

・ゴールライン 

・iPad 

 

【ポイント】 

・船頭が落ちない土台作りを

試行錯誤する。 

 

・ポジションや、様々なケー

スに応じた動き方を仲間と

協力しながら考える。 

 

 

【使用するもの】 

・フライングディスク 

・コーン 

・ストップウォッチ 

 

【ポイント】 

・バックハンドスロー、サイ

ドアームスロー、ハンマー

スローを習得し、状況に応

じて使い分けが出来るよう

にする。 

 

・ルールの理解とゲーム進行

について皆が理解し、審判

を含めてゲーム運営をスム

ーズに行えるようにする。 

 

【使用するもの】 

・マット 

・キックミット 

 

【ポイント】 

・全員で揃った動きをする時

にしっかり周りを意識す

る。 

２

学

期 

陸上競技（ハードル） 

 

 

 

 

 

 

 

・ハードルの基本的な技能

を理解し、自己の記録更

新のために効率的な身体

の使い方を理解できるよ

うになる。 

 

・仲間のフォームを模倣

し、仲間と意見交換する

【使用するもの】 

・ハードル 

・マーク 

(6.5ｍ、７ｍ、7.5ｍ間隔) 

・iPad 

 

【ポイント】 

・仲間のフォームを客観的に



4 

 

 

 

 

 

 

ハンドボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健 

３章 傷害の防止 

 

１.傷害の原因と防止 

２.交通事故の現状と原因 

３.交通事故の防止 

４.犯罪被害の防止 

５.自然災害に備えて 

６.応急手当の意義と基本 

７.きずの手当 

 

 

 

 

 

 

ことにより課題解決への

道筋を自主的に立てるこ

とができるようになる。 

 

 

・ハンドボールの基本的な

技能（パス・シュート）

の習得を目指す。 

 

・ルールを理解し、自己や

チームの課題に向き合う

ことで、課題解決への道

筋を自主的に立てること

ができるようになる。 

 

 

 

 

・傷害の防止について課題 

を発見し、その解決を目

指した活動を通して自身

の傷害防止に努めること

ができるようになる。 

 

・応急手当の重要性を学び

実践できるようになる。 

 

・傷害の防止について危険

の予測や危険を回避する

方法を考える力を養うこ

とができる。 

 
 

みて課題を伝える。 

・自己の課題に気づき、解決

に向けて意識しながら取り

組む。 

 

【使用するもの】 

・ハンドボール 

・ゴール 

・ゼッケン 

 

【ポイント】 

・周りをよく見て状況を把握

し、自分の役割を果たす。 

・空間を上手く使いボールの 

操作を安定させる。 

 

 

 

【使用するもの】 

・教科書:中学保健体育(学研) 

・オリジナルプリント 

 

【ポイント】 

・交通事故や自然災害などに

よる傷害は、人的要因と環

境要因が関わりあって発生

することを理解する。 

・交通事故などによる傷害の

多くは安全な行動、環境の

改善によって防止できるこ

とを理解する。 

・自然災害による傷害は災害

発生時だけではなく、二次

災害によっても生じること

を知る。 

３

学

期 

持久走 

 ・７分間走 

 ・８分間走 

 ・９分間走 

 ・10分間走 

 ・インターバル走 

 

 

 

 

 

 

 

・所定の時間内にどれだけ
走行距離を延ばせるかの
課題を通して、自己の課
題を発見し、合理的な解
決に向けて運動の取り組
み方を工夫するととも
に、積極的に健康・安全
に気を配り、積極的に参
加できるようになる。 

 
 
 
 
 
 
 

【使用するもの】 

・タイマー 

・ストップウォッチ 

・記録用紙 

 

【ポイント】 

・自分に適したペースを維持

して走る。 

・しっかり腕を振る。 

・周回数を正確に記録する。 

・走行後に急に止まらないよ

う、クールダウン(歩行)を

実施する。 
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ハンドボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健 

４章 健康な生活と病気の予

防 

 

１.感染症とその予防 

２.性感染症とその予防 

３.健康を守る社会の取り組

み 

４.医療機関の利用と医薬品

の使用 

 
・フェアプレイの精神から
ルールを守ることや、相
手を思いやることの大切
さを学び、自分に関わる
人や物をより一層大切に
できるようになる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・健康と環境に関する情報
から課題を発見し、その
解決に向けて思考し判断
するとともに、それらを
表現することができるよ
うになる。 

 
・自身の生活を振り返り、
問題点を把握し、またそ
の改善に努めることがで
きるようになる。 

 

【使用するもの】 

・ハンドボール 

・ゴール 

・ゼッケン 

 

【ポイント】 

・チームで作戦を立て、実践 

し、その反省を次の試合に

活かせるようにする 

 

・客観的に試合を観察し、他

のチームにアドバイスをす

る。 

 

 

 

【使用するもの】 

・教科書:中学保健体育(学研) 

・オリジナルプリント 

 

【ポイント】 
・身体には環境に対してある
程度まで適応能力があるとい
うことを理解する。 
 
・保健、医療機関や医薬品を
適切かつ有効に利用すること
で回復や予防につながること
を理解する。 
 
 

評価の観点及び内容 評価方法（具体例） 

積極的に取り組むとともに、勝敗などを認め、楽しさや喜びを味わ

いながらルールやマナーを守ろうとする。分担した役割を果たし、

一人一人の違いを受け入れ、それぞれの課題や挑戦を認めようとす

る。 

＜主体性・多様性・協働性＞ 

授業内態度の観察 

授業内課題 

自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工

夫するとともに、自分の考えを他者に伝えようとする。 

互いに助言しあって学習している。 

チームの課題を見つけ、解決に向け、計画的に学習している。 

＜思考力・判断力・表現力＞ 

授業内態度の観察 

授業内課題 

競技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その運動に関連して

高まる体力などを理解している。重要用語および関連事項を理解し

ようとしている。 

基本的な動きや効率の良い動きを身につけている。 

技をよりよく行おうとする 

＜知識・技能＞ 

授業内態度の観察 

定期考査 
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【観点別評価】 

 

 Ａ：授業内で扱った内容以上のことに自主的に取り組んだり、調べたりする 

 Ｂ：到達目標を達成している。 

 Ｃ：最低限のことのみやっている、またはやっていない。競技の特性や成り立ち、技

術の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力などを理解している。重要用語および

関連事項を理解しようとしている。 

基本的な動きや効率の良い動きを身につけている。 

技をよりよく行おうとする 

 

 

 


